








難治性ネフローゼ症候群(以下ネ症)にシクロスポリン(以下 CsA)を使用し,その効果につ

いて臨床的ならびに免疫学的検討を行った。CsA 投与前,後の 24 週間の成績を比較すると

高用量群,低用量群とも平均再発回数の減少,身長の伸び,平均ステロイド投与量の減少傾

向がみられ,推計学的に3者とも高用量群で有意差がみられた。またインターロイキン2(以

下 IL-2)産生能,IL-2 レセプター発現,IL-2 反応能は高用量群ではいずれも抑制されたが,

低用量群では IL-2 反応能に対して抑制効果はみられず,他の 2者でも弱かった。


